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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は高等植物におけるカリウムが直接的な役割を明らかにする目的で菜豆を供試し, カリウム欠乏

の進行にともなう代謝異常の発現を炭水化物代謝, 有機酸代謝, タン白代謝, 核酸代謝について経時的に

詳細に追究し, さらにリボゾーム合成に対するカリウムの影響についても検討を加え, 得られた結果をも

とにカリウムの本質的な役割と派生的におこる種々の代謝異常との関連について論述したものであって,

その大要はつぎのとおりである｡

カリウム欠乏のきわめて初期段階にあっては, 光合成能は低下せず, 有機酸とアミノ酸の代謝回転の促

進されることを 14C02のとりこみ実験の結果からみとめた｡ また末端アミノ酸およびアミドの蓄積がみと

められたが, これはタン白の分解によるものでなく, タン自合成の阻害に主として起因していることを,

14C- アミノ酸のタン白へのとりこみ実験の結果から推察した｡ このカリウム欠乏によるタン白合成の阻

害はカリウムの添加によって急速に回復したが, ナ トリウムの添加によっては回復 しなかった｡

一方同様なカリウム欠乏状能の菜豆の RNA が著しく蓄積すること杏, lAC- アミノ酸 32P の核酸への

とりこみ実験の結果からみとめた｡ シ昌糖密度勾配分析法によって, この蓄積は低分子 RNAの合成であ

り, 正常なリボゾームにくらべて沈降定数の小さいリボゾーム様粒子が存在しており, リボゾーム合成の

異常が推察されること, またこれらの異常な現象はカリウムの添加によって回復するが, ナ トリウム添加

によっては回復しないことを明らかにした｡

以上の結果より菜豆のカリウム含量が低下するとまず正常なリボゾーム合成が阻害され, その結果タン

自合成が抑制され, これが主因となって末端アミノ酸やアミドの蓄積, 一時的な呼吸の昂進, デンプンや

タン自含量が減少, そして光合成能の低下と代謝異常が波及してゆくとの推定を行なった0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

カリウムが高等植物の多量必須元素であることは古くから知られていたにもかかわらず, その生理作用
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については今なお不明点が多い｡ これはカリウムを含む有機化合物の生体における存在が知られていない

ため, 他の必須元素のように生体構成物質としての役割を究明するという方法がとれず, もっぱらカリウ

ム欠乏によってひきおこされる代謝異常から, 間接的にその役割が推測されてきたことに原因している｡

加うるに研究者によって供試植物の種類, 部位, 生育時期, カリウム欠乏の程度などの実験条件が異なる

ため, カリウム欠乏による異常現象が炭水化物代謝にはじまるのか, タン白代謝にはじまるのかについて

も意見の一致をみていなかった｡

著者はカリウム欠乏の直接的な影響を明らかにするため, 菜豆を供試してカリウム欠除によって発現し

てくる各種の代謝異常を, 部位別に経時的に詳細に追求した｡

その結果菓豆においては, カリウム欠除によってまず正常なリボゾーム合成が阻害されることをみいだ

した｡ そしてこれが原因となってタン自合成が抑制され, 末端アミノ酸, アンモニア, アミドさらに糖の

蓄積がおこり, 一時的に呼吸が昂進するがデンプンおよびタン白は減少し, ついには光合成能も低下する

ことを明らかにした｡

このように著者はリボゾームのタン自合成にカリウムの直接的役割があることを示唆するとともに, こ

れを出発点としてカリウム欠乏によってひきおこされる啓々Oj代謝異常の相互関連性を明らかにしており

カリの栄養生理の研究に貢献するところ大なるものがある｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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